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「新県立博物館事業実施方針」の構成について 

 

 この事業実施方針は、平成２６（２０１４）年を目標としている新県立博物

館の開館後５年程度を想定した開館までの事業の取組方針（考え方、推進体制

など）と取組内容を示しています。 

 取組内容の示し方としては、「ともに考え、活動し、成長する博物館」の実現

に向けて、まず県民・利用者のみなさんと一緒に築いていくものを重点的な取

組としてお示ししています。その上で、開館に向けて博物館の構築として必要

な取組を網羅して、スケジュールとともにまとめました。 

 このような示し方を行うことにより、県民・利用者のみなさんが、どのよう

に博物館づくりに関わることができるか、全体としては、どのように博物館開

館に向けた準備が行われるのか、わかりやすくなると考えています。 
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■ はじめに 

 

〔経 緯〕 

三重県立博物館は、昭和２８（１９５３）年に開館し、半世紀以上を経て、老朽

化が進み、十分に機能が果たせない状況になっています。昭和６０（１９８５）年

頃から新博物館整備に向けて検討を行ってきましたが、実現にはいたりませんでし

た。 

こうした中、平成１９（２００７）年度に、文化振興の視点から文化力向上の拠

点の一つとして、改めて新博物館整備に向けた検討を行いました。この結果、「新

県立博物館基本構想（平成２０年３月）」、「新県立博物館基本計画（平成２０年 

１２月）」（以下「基本計画」という。）をとりまとめ、新博物館の理念とこれにも

とづく活動や運営のあり方についての方向性等を明示しました。 

今後、この「基本計画」を具体的な活動や運営として構築するとともに、それら

を反映した施設づくりを行っていく必要があります。 

 

〔目 的〕 

「新県立博物館事業実施方針」（以下「事業実施方針」という。）は、「基本計画」

に基づき、新県立博物館の実現に向けて必要となる取組項目のうち、特にソフト面

の取組を整理し、その内容を確実に実現していくための道筋を明らかにしようとす

るものです。 

開館後５年程度を想定し、県民・利用者のみなさんとともに構築する博物館づく

りの基本的な内容を示すとともに、開館後の充実した活動を支える取組として、開

館までに検討し、構築しておくべき内容を網羅して、時期、体制とあわせて示しま

す。 
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Ⅰ 事業実施方針の基本的な考え方 

 
１ 事業の目標 

   「ともに考え、活動し、成長する博物館」づくり 
    「ともに考え、活動し、成長する博物館」の実現をめざして、事業を展開します。 

 

２ 取組方針 
事業目標に向けた事業実施方針の取組は、以下の４つの視点から進めます。 

 

  (1)開館前から協創・連携による活動を展開する 
    開館前から、県民・利用者との「協創」の視点と多様な主体との「連携」の

視点に基づく活動を展開します。 

 

  (2)既存の活動を拡充・発展させる方向で展開する 
    現博物館が既に実施している活動を拡充･発展させ、新博物館の活動につな

げます。 

 

  (3)重点的取組テーマを設定して活動を展開する 
    「ともに考え、活動し、成長する博物館」づくりのために、重点的取組テー

マとして下記の４項目を設定し、開館に向けた活動の中で積極的に展開します。 

 

  (4)ソフトの成果を施設づくりに生かす 
    事業実施方針に基づく検討・取組を施設づくり（設計・施工）に生かします。 

 
【重点的取組テーマ】 
 

  ◇取組テーマ１ 参画のしくみづくり 
    県民・利用者のみなさんが、一人ひとりの状況に応じて博物館の活動や運 営に

関わることができるよう、多様な参画の機会を設けます。 
 

  ◇取組テーマ２ 連携が進む環境づくり 
    県内外の博物館、大学等高等教育機関、学校など多様な主体との連携が進むため

に必要なしくみの整備を進めます。 
 

  ◇取組テーマ３ 評価のしくみづくり 
    博物館の活動や運営の成果を県民・利用者をはじめ、博物館に関わる人がみんな

で振り返り、確認することにより、次に生かし、活動や運営をより充実したものに

高めていけるようなしくみを検討し、設けます。 
 

  ◇取組テーマ４ 魅力的な博物館づくり 
より多くの人が興味を持って、来館し、リピーターとなるような魅力的な博物館

とするための取組を進めます。 
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３ 全体的なスケジュール 
開館に向けた取組の実施期間を大きく３つの期に分け、期ごとの目標を明

確にすることで、着実な展開をはかります。 
 

 

 

 

 
 

第１期（平成２１～２２年度）：準備期 
課題やニーズの洗い出し、他館で既に行われている先行事例の調査などを

行ったうえで、取組を実施するにあたって必要となる条件や環境、しくみな

どを検討し、できるものから試行的に実施していきます。 
 

第２期（平成２３～２４年度）：構築期 
第１期で検討した内容を試行しながら、活動に必要なしくみや環境を構築

していきます。数々の実践を通して課題を見出し、修正を加えながら本格実

施に向けた整備を進めます。 
 

第３期（平成２５年度）：仕上げ期 
第２期において構築された内容を、新博物館の取組として開館前から本格

実施し、定着を図る期間です。県民・利用者のみなさんの参画を広く求め、

新博物館の取組として理解と認知度を高めるとともに、みなさんの参画によ

り、さらに充実したものとしていきます。 

 

４ 推進体制の考え方 

 (1)県 
   ○現博物館の活動を、新博物館整備に向けた活動につなげ、これを発展させ

るよう一体的に事業実施方針を推進します。 

○県の各部及び各部所管の事業と連携して、取り組みます。 

○平成２１年度から、２６年度に向け、特に、学芸員をはじめとする専門的

な職員の配置に留意し、計画的に体制を強化していきます。 

○非常勤職員などについても、計画的な配置を進めていきます。 
 

  (2)県民･利用者のみなさん、地域の団体や関係機関など多様な主体 
○開館に向けた取組においても、県民・利用者のみなさんとの協創、多様な

主体との連携により進めます。 

   ○関係する主体に意見を聴き、ともに進める姿勢で取り組みます。（テーマ

に応じて、関係者と検討、協議、取組を進めます。） 

   ○検討状況は、博物館ニュースやホームページなどで伝えるとともに、下記

の場において、説明、意見交換等を行っていきます。 

・「みんなでつくる博物館会議（仮称）」 

・「子ども会議（仮称）」 

・モニター調査、アンケート調査など 

第１期 
（平成２１～２２年度） 

準備期 

第２期 
（平成２３～２４年度）

構築期 

第３期 
（平成２５年度） 

仕上げ期 

開館後 
（平成26年度～）
中長期的な 
事業の展開 
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(1)参加・参画へのきっかけづくりの取組 
   移動展示や学習交流プログラム、さまざまなイベント、新博物館整備の PR

やホームページなどを通じて、新博物館整備を周知し、理解や期待感を高める

とともに、参画のしくみづくりとして試行的に実践する取組への参加・参画の

きっかけづくりをします。 

 

 (2)一人ひとりが博物館活動に気軽に参加・参画できる取組 
  ○県民参画型調査活動（「みんなで見つける三重の魅力」） 

    公募によって登録された地域のレポーターから寄せられる三重の自然と歴

史・文化に関する情報により、三重の各地域がもつ魅力を明らかにする参画型

の調査活動を実施します。この調査で得られた成果を新博物館の展示や情報発

信に反映させ、みんなの博物館づくりを進めます。 

  ○県民参画型収集活動（「みんなで残す三重の履歴‐自然とくらしの記憶‐」） 

    三重の自然とくらしを物語る写真資料を県民参画型で収集し、三重の貴重な

記憶を残す活動を実施します。収集した写真をデータ化して、新博物館の展示

や情報発信に反映させます。 

  

(3)地域との連携・交流により参画が進む取組 
    地域との連携・交流により調査研究活動や展示活動などの博物館活動を展開

します。先駆けとなる取組として、平成21年度に三重を代表する地域資産で

あるミエゾウの足跡調査や地域での展示活動を、地元との協働や関係機関・団

体との連携によって実施します。このことにより、地域で博物館活動に参画で

きる機会を広げます。 

 

(4)企画や運営などへの主体的な参画が深まる取組 
    現博物館の「みんなの博物館サポートスタッフ」のような博物館活動への参

画組織の充実、移動展示や学習交流プログラム、イベント等の活動の企画・実

施などにより、地域で活躍するさまざまな団体およびその担い手のみなさんと

の関係を深め、主体的な参画を進めます。 

 
































